
(57)【要約】
【課題】　重合性モノマーを添加しなくても高い透明性を有する歯科用グラスアイオノマ
ーセメント硬化体を得ることのできる歯科用グラスアイオノマーセメント用ガラス粉末を
提供する。
【解決手段】　 SiO2  15～ 40wt%， Al2 O3  15～ 35wt%， Na2 Oと K2 O 単独または合計で 5～ 15wt
%， P2 O5  0～ 15wt%， SrO 10～ 30wt%， F 15～ 40wt%， CaOと MgO　を単独または合計で 0～ 5wt
%の組成を Fを除き酸化物換算で有し、屈折率 ndが 1.42～ 1.47の範囲にある歯科用グラスア
イオノマーセメント用ガラス粉末とする。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
SiO 2 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 15～ 40wt%
Al 2 O 3 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  15～ 35wt%
Na 2 Oと K 2 O　 を 単 独 ま た は 合 計 で 　 　 　 　 　 　 　 5～ 15wt%
P 2 O 5 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  0～ 15wt%
SrO　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  10～ 30wt%
F　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  15～ 40wt%
CaOと MgO　 を 単 独 ま た は 合 計 で 　 　 　 　 　 　 　  0～ 5wt%
の 組 成 を Fを 除 き 酸 化 物 換 算 で 有 し 、 屈 折 率 n d が 1.42～ 1.47の 範 囲 に あ る 歯 科 用 グ ラ ス ア
イ オ ノ マ ー セ メ ン ト 用 ガ ラ ス 粉 末 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト に 適 し た 低 屈 折 率 の ガ ラ ス 粉 末 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る 歯 質 の 色 調 を 持 つ 歯 科 修 復 用 材 料 は 大 き く 分 け て 歯 科 用 コ ン ポ
ジ ッ ト レ ジ ン と 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト と が あ る 。 歯 科 用 コ ン ポ ジ ッ ト レ ジ ン
は 基 本 的 に 重 合 性 モ ノ マ ー ， 無 機 充 填 材 ， 重 合 開 始 剤 の 組 み 合 わ せ で 構 成 さ れ 、 審 美 性 の
高 い 歯 科 修 復 材 料 と し て 一 般 的 に 広 く 使 用 さ れ て い る 。 し か し 歯 科 用 コ ン ポ ジ ッ ト レ ジ ン
は 、 構 成 成 分 に 重 合 性 モ ノ マ ー を 含 ん で い る の で 硬 化 時 に 重 合 性 モ ノ マ ー の 重 合 収 縮 が 起
き て し ま う こ と 、 及 び コ ン ポ ジ ッ ト レ ジ ン 自 体 に 接 着 性 が な い た め に ボ ン デ ィ ン グ 材 が 必
要 な こ と 、 熱 膨 張 係 数 が 歯 質 よ り 大 き い な ど の 理 由 に よ り 時 間 の 経 過 と 共 に 歯 質 と こ の 材
料 の 界 面 で 隙 間 が で き 辺 縁 漏 洩 が 起 き る 問 題 が あ る 。 更 に 重 合 性 モ ノ マ ー に よ る ア レ ル ギ
ー の 問 題 や 、 材 料 か ら 放 出 さ れ る フ ッ 素 徐 放 量 が 低 い こ と も 欠 点 と し て 指 摘 さ れ て お り 、
後 述 す る 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト よ り も 二 次 う 蝕 に な る 可 能 性 が 高 い 材 料 で あ
る と 考 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 歯 科 用 コ ン ポ ジ ッ ト レ ジ ン が 審 美 的 に 優 れ て い る と 評 価 さ れ て い る 理 由 は 、 硬 化 後 の 透
明 性 が 高 い た め に 歯 質 と 色 調 が 調 和 す る 点 に あ る 。 歯 科 用 材 料 に お け る 透 明 性 は 無 機 フ ィ
ラ ー と そ れ 以 外 の マ ト リ ッ ク ス と の 屈 折 率 n d の 差 が 大 き く 影 響 し 、 こ の 差 が 小 さ い ほ ど 硬
化 体 の 透 明 性 が 高 く な る 。 コ ン ポ ジ ッ ト レ ジ ン の 場 合 、 無 機 フ ィ ラ ー 成 分 と し て は 一 般 的
に 屈 折 率 n d が 約 1.53の バ リ ウ ム 含 有 ガ ラ ス 粉 末 や 1.50～ 1.53程 度 の フ ル オ ロ ア ル ミ ノ シ リ
ケ ー ト ガ ラ ス 粉 末 が 使 用 さ れ 、 マ ト リ ッ ク ス 成 分 と し て は ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ や ウ レ タ ン ジ
メ タ ク リ レ ー ト 等 の 重 合 性 モ ノ マ ー に 希 釈 材 と し て フ ェ ニ ル (メ タ )ア ク リ レ ー ト 、 フ ェ ノ
キ シ エ チ ル (メ タ )ア ク リ レ ー ト 、 ベ ン ジ ル (メ タ )ア ク リ レ ー ト 等 の 分 子 量 の 小 さ い 重 合 性
モ ノ マ ー が 組 み 合 わ せ て 使 用 さ れ る 。 こ の と き 、 重 合 性 モ ノ マ ー が 重 合 硬 化 し て 成 る マ ト
リ ッ ク ス 成 分 の 屈 折 率 n d が 1.50付 近 と な る よ う に 設 計 さ れ て お り 、 無 機 フ ィ ラ ー 成 分 と マ
ト リ ッ ク ス 成 分 と の 屈 折 率 n d の 差 を 合 わ せ る こ と が 可 能 な た め 、 結 果 と し て 歯 科 用 コ ン ポ
ジ ッ ト レ ジ ン の 硬 化 体 を 透 明 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト は 、 基 本 的 に 無 機 フ ィ ラ ー で あ る フ ル オ ロ ア ル
ミ ノ シ リ ケ ー ト ガ ラ ス 粉 末 、 マ ト リ ッ ク ス で あ る ポ リ カ ル ボ ン 酸 と 水 で 構 成 さ れ 、 フ ル オ
ロ ア ル ミ ノ シ リ ケ ー ト ガ ラ ス 粉 末 と ポ リ カ ル ボ ン 酸 と を 水 の 存 在 下 で 反 応 さ せ る こ と に よ
り 硬 化 さ せ る 。 こ の 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト は 生 体 に 対 す る 親 和 性 が 極 め て 良
好 で あ る こ と や 、 歯 質 に 対 し て 優 れ た 接 着 力 を 有 し て い る こ と 、 更 に は フ ル オ ロ ア ル ミ ノ
シ リ ケ ー ト ガ ラ ス 粉 末 に 含 ま れ る フ ッ 素 に よ る 二 次 う 蝕 の 予 防 が 期 待 で き る こ と 等 の 優 れ
た 特 徴 を 有 し て い る た め 歯 科 修 復 材 料 と し て 広 く 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 し か し な が ら 、 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト の マ ト リ ッ ク ス 成 分 で あ る ポ リ カ ル
ボ ン 酸 水 溶 液 の 硬 化 後 の 屈 折 率 n d は 約 1.42と か な り 低 い の に 対 し 、 無 機 フ ィ ラ ー 成 分 で あ
る 従 来 の フ ル オ ロ ア ル ミ ノ シ リ ケ ー ト ガ ラ ス 粉 末 の 屈 折 率 n d は 1.50～ 1.53程 度 と 高 く 、 マ
ト リ ッ ク ス 成 分 と 無 機 フ ィ ラ ー 成 分 と の 屈 折 率 n d 差 が 大 き い （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ， ２ 参
照 。 ） 。 こ の よ う に 無 機 フ ィ ラ ー 成 分 と マ ト リ ッ ク ス 成 分 と の 屈 折 率 が 離 れ て い る 歯 科 用
グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト で は 、 そ の 界 面 で 光 の 反 射 や 散 乱 が 起 こ っ て し ま い 硬 化 体 に
十 分 な 透 明 性 を 与 え ら れ ず 審 美 的 に 劣 る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト の 透 明 性 を 向 上 さ せ る た め 、 屈 折 率 n d の 高
い 重 合 性 モ ノ マ ー を マ ト リ ッ ク ス 成 分 で あ る ポ リ カ ル ボ ン 酸 水 溶 液 に 添 加 し て マ ト リ ッ ク
ス 成 分 の 屈 折 率 n d を 高 め て 無 機 フ ィ ラ ー 成 分 の 屈 折 率 n d に 近 づ け た レ ジ ン 強 化 型 グ ラ ス ア
イ オ ノ マ ー セ メ ン ト も 開 発 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 。 ） 。 こ の レ ジ ン 強 化 型
グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト は 、 重 合 性 モ ノ マ ー 成 分 の 添 加 に よ り 有 機 マ ト リ ッ ク ス の 屈
折 率 を 約 1.46程 度 ま で 向 上 さ せ て お り 、 ア ル ミ ノ シ リ ケ ー ト ガ ラ ス と の 屈 折 率 差 を 低 減 さ
せ て 審 美 性 を 向 上 さ せ て い る 。 し か し 、 レ ジ ン 強 化 型 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト に は 歯
科 用 コ ン ポ ジ ッ ト レ ジ ン と 同 様 に 重 合 性 モ ノ マ ー を 添 加 す る こ と の 問 題 、 即 ち 、 重 合 性 モ
ノ マ ー 成 分 に 由 来 し た 辺 縁 漏 洩 や ア レ ル ギ ー な ど の 問 題 が 発 生 し て し ま い 、 重 合 性 モ ノ マ
ー 成 分 を 含 ま ず に 優 れ た 透 明 性 を 有 す る 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト が 求 め ら れ て
い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ １ － ２ １ ５ ２ ３ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 表 ２ ０ ０ １ － ５ ２ ５ ７ ７ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ２ － １ ６ ４ ８ ０ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 屈 折 率 n d の 高 い 重 合 性 モ ノ マ ー を 添 加 し な く て も 高 い 透 明 性 を 有 す る 歯 科 用 グ ラ ス ア イ
オ ノ マ ー セ メ ン ト を 得 る こ と の で き る 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト 用 ガ ラ ス 粉 末 を
提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 者 ら は 前 述 の 課 題 を 解 決 す べ く 鋭 意 検 討 を 重 ね た 結 果 、 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ
ー セ メ ン ト に 用 い る ガ ラ ス 粉 末 の 構 成 を 特 定 の ガ ラ ス 組 成 範 囲 内 に 設 定 し て お く と 、 ポ リ
カ ル ボ ン 酸 水 溶 液 で 硬 化 さ せ た 場 合 に 高 い 透 明 性 を 有 す る グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト 硬
化 体 と 成 り 得 る こ と を 見 出 し 本 発 明 を 完 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 即 ち 本 発 明 は 、 SiO 2  15～ 40wt%， Al 2 O 3  15～ 35wt%， Na 2 Oと K 2 O 単 独 ま た は 合 計 で 5～ 15
wt%， P 2 O 5  0～ 15wt%， SrO 10～ 30wt%， F 15～ 40wt%， CaOと MgO　 を 単 独 ま た は 合 計 で 0～ 5
wt%の 組 成 を Fを 除 き 酸 化 物 換 算 で 有 し 、 屈 折 率 n d が 1.42～ 1.47の 範 囲 に あ る 歯 科 用 グ ラ ス
ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト 用 ガ ラ ス 粉 末 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト 用 ガ ラ ス 粉 末 は 、 Ｘ 線 造 影 性 を 持 ち な
が ら 屈 折 率 n d が 従 来 の 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト 用 ガ ラ ス 粉 末 と 比 較 し て 低 い こ
と に よ り マ ト リ ッ ク ス 成 分 と の 屈 折 率 n d の 差 が 小 さ い た め 、 そ の 硬 化 体 は 極 め て 優 れ た 透
明 性 を 有 す る と 共 に 従 来 の ガ ラ ス 粉 末 と 同 様 に ポ リ カ ル ボ ン 酸 水 溶 液 と の 反 応 性 も 高 く 、
優 れ た 硬 化 性 を 有 す る 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト 用 ガ ラ ス 粉 末 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 般 的 に グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト に 使 用 さ れ て き た フ ル オ ロ ア ル ミ ノ シ リ ケ ー ト ガ
ラ ス 粉 末 に は Si位 置 に Alが 置 換 し た 構 造 を 取 る た め 電 気 的 な バ ラ ン ス を 取 る た め に も 金 属
イ オ ン の 存 在 が 必 須 で あ る 。 本 発 明 に 係 る 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト 用 ガ ラ ス 粉
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末 の ガ ラ ス 組 成 は ア ル カ リ 金 属 と し て Na,K及 び Srが 含 有 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 Na及 び Kは ガ ラ ス の 融 点 を 下 げ る 効 果 を 有 し ガ ラ ス の 作 製 を 容 易 に す る と 共 に 本 発 明 の
目 的 で あ る フ ル オ ロ ア ル ミ ノ シ リ ケ ー ト ガ ラ ス の 屈 折 率 n d を 下 げ る 効 果 を 持 つ 。 ま た 本 発
明 に お い て Srは ガ ラ ス に Ｘ 線 造 影 性 を 付 与 さ せ る た め に 配 合 さ れ る 。 Ｘ 線 造 影 性 の 付 与 の
た め 一 般 的 に 用 い ら れ る 元 素 と し て Zr,Hf,W,La,Ybな ど が 知 ら れ て い る が 、 こ れ ら の 元 素
を 使 用 す る と ガ ラ ス の 屈 折 率 n d が 大 幅 に 高 く な っ て し ま う た め 本 発 明 の 歯 科 用 グ ラ ス ア イ
オ ノ マ ー セ メ ン ト 用 ガ ラ ス 粉 末 に は 実 質 的 に 含 ま な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 Baも 屈 折 率 n d の 上 昇 が 少 な い 元 素 で あ る 。 し か し 、 Baは ア ル カ リ 土 類 金 属 の 中 で 毒 性 が
あ る こ と が 知 ら れ て い る の で 本 発 明 の 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト 用 ガ ラ ス 粉 末 の
主 成 分 と し て 配 合 し な い 。 し か し 、 他 の 原 材 料 に も と も と 含 ま れ て い る の で 混 入 し て し ま
う こ と が あ り 、 実 質 的 に 酸 化 物 換 算 （ BaO） で 0.5wt%程 度 ま で 含 ま れ る こ と が あ る 。 同 様
の 理 由 に よ り Feも 酸 化 物 換 算 （ Fe 2 O 3 ） で 0.5wt%程 度 ま で 含 ま れ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 Ca及 び Mgは 本 発 明 に お い て は 必 ず し も 必 須 で は な い が 、 他 の 原 材 料 に も と も と 含 ま れ て
い る の で 混 入 し て し ま う こ と が あ り 、 ま た ガ ラ ス 組 成 の 安 定 化 の た め に 実 質 的 に 酸 化 物 換
算 （ CaO， MgO） で 5wt%程 度 ま で 含 ん で い て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト 用 ガ ラ ス 粉 末 は 屈 折 率 n d を 低 く す る た
め に F含 有 量 が 多 い 。 Fと 同 様 な ハ ロ ゲ ン 族 の Clや Brで は 人 体 へ の 安 全 面 で 問 題 が あ り 、 ま
た 物 質 そ の も の が 不 安 定 で も あ る 。 Pは 歯 科 用 セ メ ン ト の 練 和 に よ る 操 作 性 を 向 上 さ せ る
効 果 が あ る た め に 必 要 に よ り 所 定 量 配 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 従 っ て 本 発 明 に 係 る 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト 用 ガ ラ ス 粉 末 は 、 Si,Al,Na,K,S
r,F,Oの イ オ ン を 主 成 分 と し て 含 み 、 補 助 的 な イ オ ン と し て Ca,Mg,Pを 含 む 組 成 で あ る 。 本
発 明 に お い て は 、 一 般 的 に ガ ラ ス 組 成 を 重 量 ％ で 表 示 す る 場 合 と 同 様 に 、 Si,Al,Na,K,Sr,
Ca,Mg,Pな ど の Fを 除 く イ オ ン を 酸 化 物 の 状 態 に 換 算 し Fを そ の ま ま の 量 で 扱 い 総 重 量 を 100
%と し た 場 合 の 組 成 範 囲 を 100分 率 で 以 下 の よ う に 規 定 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 中 SiO 2 は 15～ 40wt%含 ま れ 、 ガ ラ ス 組 成 中 で 網 目 形 成 酸 化 物 と し て の 役 割 を 果 た
す 。 SiO 2 が 15wt%よ り 少 な く な る と 透 明 な ガ ラ ス 粉 末 が 得 ら れ な い ば か り か 耐 酸 性 が 低 く
歯 科 用 セ メ ン ト 用 の ガ ラ ス 粉 末 と し て は 使 用 で き な い 。 逆 に 、 40wt%よ り 多 い と ポ リ カ ル
ボ ン 酸 と の 架 橋 反 応 が 鈍 く な り セ メ ン ト の 硬 化 性 が 低 下 す る 。 SiO 2 の 原 料 と し て は 珪 砂 （
SiO 2 ） 、 カ オ リ ン （ Al 2 O 3 ・ 2SiO 2 ・ 2H 2 O） な ど を 例 示 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 中 Al 2 O 3 は 15～ 35wt%含 ま れ 、 15wt%よ り 少 な い と セ メ ン ト の 硬 化 反 応 が 鈍 く な り
、 35wt%よ り 多 い と 屈 折 率 n d が 高 く な る の で ガ ラ ス 粉 末 の 透 明 性 が 悪 く な る 。 Al 2 O 3 の 原 料
と し て は 例 え ば ア ル ミ ナ (Al 2 O 3 )、 水 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム （ Al(OH) 3 ） 、 カ オ リ ン （ Al 2 O 3 ・ 2
SiO 2 ・ 2H 2 O） 、 フ ッ 化 ア ル ミ ニ ウ ム (AlF 3 )、 リ ン 酸 ア ル ミ ニ ウ ム (AlPO 4 )な ど を 例 示 で き
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 中 Na 2 Oと K 2 Oは 単 独 ま た は 合 計 で 5～ 15wt%含 ま れ 、 ガ ラ ス の 融 点 を 下 げ る 役 割 と
ガ ラ ス の 屈 折 率 n d を 下 げ る 役 割 を 果 た す 。 5wt%少 な い と ガ ラ ス 粉 末 の 屈 折 率 n d が 高 く な り
、 ま た ガ ラ ス 粉 末 の 透 明 性 が 悪 く な る 。 逆 に 15wt%よ り 多 い と ポ リ カ ル ボ ン 酸 水 溶 液 に 対
す る 反 応 性 が 悪 く な る 。 Na 2 Oの 原 料 と し て は 、 例 え ば 炭 酸 ナ ト リ ウ ム （ Na 2 CO 3 ） 、 氷 晶 石
（ Na 3 AlF 6 ） 、 フ ッ 化 ナ ト リ ウ ム (NaF)な ど を 例 示 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 中 Fは 15～ 40wt%含 ま れ 、 15wt%よ り 少 な い と ガ ラ ス 粉 末 の 屈 折 率 n d を 下 げ る こ と
が で き ず 、 逆 に 40wt%よ り 多 い と ガ ラ ス 粉 末 そ の も の が 不 透 明 に な り ポ リ カ ル ボ ン 酸 水 溶
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液 と の 反 応 性 も 低 下 す る 。 Fの 原 料 と し て は 、 例 え ば フ ッ 化 ス ト ロ ン チ ウ ム (SrF 2 )、 フ ッ
化 ア ル ミ ニ ウ ム (AlF 3 )、 フ ッ 化 ナ ト リ ウ ム (NaF)、 氷 晶 石 （ Na 3 AlF 6 ） な ど を 例 示 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 中 SrOは 10～ 30wt%含 ま れ る こ と で Ｘ 線 造 影 性 を 付 与 す る 役 割 を 果 た す 。 10wt%よ
り 少 な い と Ｘ 線 造 影 性 が 不 足 し 、 30wt%よ り 多 い と 屈 折 率 n d が 高 く な り す ぎ て セ メ ン ト 硬
化 体 の 透 明 性 が 不 足 す る と 共 に セ メ ン ト の 操 作 余 裕 時 間 が 短 く な り 実 使 用 上 扱 い 難 く な る
。 SrOの 原 料 と し て は 、 例 え ば 炭 酸 ス ト ロ ン チ ウ ム （ SrCO 3 ） 、 水 酸 化 ス ト ロ ン チ ウ ム (Sr(
OH) 2 )、 酸 化 ス ト ロ ン チ ウ ム (SrO)、 フ ッ 化 ス ト ロ ン チ ウ ム (SrF 2 )、 リ ン 酸 ス ト ロ ン チ ウ ム
(Sr 3 (PO 4 ) 2 )な ど を 例 示 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 中 CaO及 び MgOは そ れ ぞ れ を 単 独 で あ る い は 同 時 に 0～ 5wt%程 度 の 割 合 で 前 述 し た
理 由 に よ り 含 ま れ て い て も 良 い 。 ま た P 2 O 5 も 同 様 に 操 作 性 の 改 善 の た め 15wt%ま で 含 ま れ
て い る こ と が 好 ま し い 。 P 2 O 5 が 含 ま れ て い な い と セ メ ン ト の 操 作 性 が 悪 化 し 易 い 傾 向 が あ
り 、 15wt%よ り 多 い と セ メ ン ト 硬 化 体 の 強 度 が 低 下 す る 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト 用 ガ ラ ス 粉 末 の 屈 折 率 n d は 1.42～ 1.47
、 好 ま し く は 1.45～ 1.47の 範 囲 に あ る 。 屈 折 率 n d 範 囲 を 1.42～ 1.47と し て い る の は 1.42未
満 で は 透 明 な ガ ラ ス 粉 末 を 得 る こ と が 難 し く 、 1.47を 超 え る と 実 使 用 上 有 用 な 硬 化 後 の マ
ト リ ッ ク ス 成 分 の 屈 折 率 n d が 約 1.42で あ る か ら マ ト リ ッ ク ス 成 分 と の 屈 折 率 n d の 差 が 大 き
す ぎ て 透 明 性 の 高 い セ メ ン ト 硬 化 体 に な ら な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト 用 ガ ラ ス 粉 末 は 、 ガ ラ ス 粉 末 100重 量
部 に 対 し 0.01～ 5%重 量 部 の 酸 及 び ／ ま た は フ ッ 化 物 で ガ ラ ス 粉 末 表 面 が 処 理 さ れ て い て も
良 い 。 こ の よ う に 表 面 処 理 さ れ た ガ ラ ス 粉 末 を 使 用 し た グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト は 、
耐 水 性 の 向 上 、 硬 化 初 期 に お け る 感 水 性 の 低 下 等 に 加 え て 、 セ メ ン ト 練 和 物 の 流 動 性 が 向
上 し 練 和 操 作 性 が 尚 一 層 優 れ た 特 性 を 発 揮 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト 用 ガ ラ ス 粉 末 の 表 面 処 理 に 使 用 す る 酸
と し て は 、 例 え ば リ ン 酸 、 塩 酸 、 ピ ロ リ ン 酸 、 酒 石 酸 、 ク エ ン 酸 、 グ ル タ ル 酸 、 リ ン ゴ 酸
、 酢 酸 等 が 挙 げ ら れ る が 、 酸 性 物 質 で あ る 第 １ リ ン 酸 塩 や 第 ２ リ ン 酸 塩 等 も 含 ま れ る 。 ま
た 本 発 明 の 表 面 処 理 に 使 用 す る フ ッ 化 物 と し て は 特 願 昭 60-206299号 で 例 示 さ れ て い る フ
ッ 化 物 が 使 用 さ れ る 。 即 ち 本 発 明 で 例 示 さ れ る ガ ラ ス 組 成 物 は 、 こ れ ら の 酸 及 び フ ッ 化 物
で 表 面 処 理 す る こ と に よ り ガ ラ ス の 屈 折 率 n d に は 影 響 を 与 え ず 物 性 値 を 向 上 さ せ る こ と が
で き 、 更 に セ メ ン ト 泥 の 流 動 性 が 増 加 し 操 作 性 が 向 上 す る 。 ま た 、 こ れ ら の 酸 の ポ リ マ ー
や 多 塩 基 性 カ ル ボ ン 酸 の 一 部 ま た は 全 部 を 粉 末 化 し 本 発 明 に 係 る グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ
ン ト 用 ガ ラ ス 粉 末 と 混 合 し て 処 理 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト 用 ガ ラ ス 粉 末 の 粒 径 は 、 従 来 の 歯 科 用
グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト 用 ガ ラ ス 粉 末 と 同 程 度 で あ る こ と が 好 ま し く 、 平 均 粒 径 が 0.
02～ 10μ m程 度 で あ る 。 平 均 粒 径 が 10μ mを 越 え る と 合 着 用 セ メ ン ト と し て 使 用 す る 際 に 鋳
造 冠 の 浮 き 上 が り 等 が 原 因 で 好 ま し く な い 。 一 方 、 平 均 粒 径 が 0.02μ m未 満 の 微 粉 で は 練
和 が 極 端 に 困 難 と な り 練 和 操 作 性 が 極 め て 悪 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 、 実 施 例 を 挙 げ て 本 発 明 を 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら に 限 定 さ れ る も の
で は な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ＜ 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト 用 ガ ラ ス 粉 末 の 作 製 ＞
　 表 １ の 原 料 を 計 量 し 乳 鉢 で 十 分 に 混 合 し た 。 混 合 し た 混 合 物 を 磁 性 坩 堝 に 入 れ て 電 気 炉
内 に 静 置 し た 。 電 気 炉 を 昇 温 し 1200℃ ～ 1400℃ で 溶 解 し て 十 分 均 質 化 し た 。 均 質 化 し た も
の を 空 気 中 に 放 冷 し た 後 、 前 記 均 質 化 し 冷 却 し た ガ ラ ス 100gを 計 量 し ボ ー ル ミ ル で 20時 間
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粉 砕 後 、 120メ ッ シ ュ の 篩 い を 通 過 さ せ 実 施 例 及 び 比 較 例 の 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ
メ ン ト 用 ガ ラ ス 粉 末 と し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 表 ２ に お い て 実 施 例 ８ で は 、 実 施 例 ４ の 方 法 に て 作 製 さ れ た 粉 砕 ガ ラ ス 粉 末 100gに 対 し
て 、 １ ％ チ タ ン フ ッ 化 カ リ ウ ム 水 溶 液 を 100gを 混 合 し ス ラ リ ー を 作 製 し た 。 同 様 に 実 施 例
９ で は 、 実 施 例 ４ の 方 法 に て 作 製 さ れ た 粉 砕 ガ ラ ス 粉 末 100gに 対 し て 、 １ ％ リ ン 酸 ア ル ミ
ニ ウ ム 水 溶 液 を 100gを 混 合 し ス ラ リ ー を 作 製 し 120℃ で 乾 燥 さ せ 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ
ー セ メ ン ト 用 ガ ラ ス 粉 末 を 得 た 。 ま た 、 実 施 例 １ ０ で は 、 実 施 例 ４ の 方 法 に て 作 製 さ れ た
粉 砕 ガ ラ ス 粉 末 100gに 対 し て 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 粉 末 （ 平 均 分 子 量 25000） を 3wt%と な る よ
う に 混 合 し ガ ラ ス 粉 末 を 得 た 。 比 較 例 ４ で は 、 比 較 例 １ の 方 法 に て 作 製 さ れ た 粉 砕 ガ ラ ス
粉 末 100gに 対 し て 、 １ ％ リ ン 酸 ア ル ミ ニ ウ ム 水 溶 液 100gを 混 合 し ス ラ リ ー を 作 製 し 120℃
で 乾 燥 さ せ て 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト 用 ガ ラ ス 粉 末 と し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ＜ 平 均 粒 度 の 測 定 ＞
　 均 一 混 合 し た 試 料 粉 を 乾 燥 し た 50mlビ ー カ ー に ミ ク ロ ス パ チ ュ ラ 3杯 分 取 り 、 分 散 媒 （ 0
.3wt％ ヘ キ サ メ タ リ ン 酸 ソ ー ダ 水 溶 液 ） を 30ml加 え て 攪 拌 し た 後 、 3分 間 超 音 波 を 照 射 し
ス ラ リ ー 溶 液 を 調 製 し た 。 こ の ス ラ リ ー を 用 い レ ー ザ ー 回 折 式 粒 度 分 布 計 （ 商 品 名 　 SALD
-1000， 島 津 製 作 所 社 製 ） に て 測 定 し た 。 結 果 を 表 １ 及 び 表 ２ に 記 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ＜ 屈 折 率 n d の 測 定 ＞
　 粉 体 の 屈 折 率 n d は 以 下 の よ う に 測 定 し た 。 試 験 管 に 試 料 粉 を 入 れ 予 想 さ れ る 屈 折 率 よ り
低 い 屈 折 率 を 有 す る モ ノ マ ー の 混 合 溶 液 を 作 製 し 、 予 想 さ れ る 屈 折 率 よ り 高 い 屈 折 率 を 有
す る モ ノ マ ー の 混 合 溶 液 を 適 宜 添 加 混 合 し て ナ ト リ ウ ム Ｄ 線 下 で 観 察 し た 。 混 合 液 と 試 料
粉 と の 屈 折 率 が や が て 一 致 し 試 料 粉 が 殆 ど 見 え な く な っ た と き の 比 率 の 混 合 液 を 再 調 製 し
、 更 に ナ ト リ ウ ム Ｄ 線 で の 屈 折 率 が 0.002程 度 異 な る 混 合 液 を 数 種 類 調 製 し そ れ ぞ れ 個 別
に 試 験 粉 の 入 っ た 試 験 管 に 添 加 し 比 較 し た 。 こ の 中 で 最 も 高 い 透 明 性 を 与 え た 混 合 液 の 屈
折 率 を ア ッ ベ の 屈 折 率 計 で 測 定 し 、 試 料 粉 の 屈 折 率 n d と し た 。 測 定 は 23℃ ， 50％ RH下 で 行
っ た 。 結 果 を 表 １ 及 び 表 ２ に 記 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ３ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 表 １ 及 び 表 ２ か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 に 係 る 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト 用
ガ ラ ス 粉 末 は 屈 折 率 n d が 1.42～ 1.47の 範 囲 内 に あ る こ と が 確 認 で き た 。 ま た 、 フ ッ 化 物 処
理 ， 酸 処 理 ま た は ポ リ マ ー 粉 末 処 理 を 施 し て も 屈 折 率 n d が 1.42～ 1.47の 範 囲 内 と 低 い 値 に
あ る こ と が 確 認 で き た 。 そ れ に 対 し 、 Naを 含 ま な い 比 較 例 １ 及 び 比 較 例 ３ 、 Fが 少 な い 比
較 例 ２ 、 Naを 含 ま ず 酸 処 理 と ポ リ マ ー 粉 末 処 理 を 施 し た 比 較 例 ３ は 屈 折 率 n d が 1.47よ り も
高 く な り 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト の マ ト リ ッ ク ス 成 分 で あ る ポ リ カ ル ボ ン 酸 水
溶 液 の 重 合 後 の 屈 折 率 n d は 約 1.42と は 屈 折 率 が 離 れ た も の に な っ て し ま っ て い る 。 以 上 の
比 較 か ら 本 発 明 に 係 る 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト 用 ガ ラ ス 粉 末 は 、 屈 折 率 n d の 高
い 重 合 性 モ ノ マ ー を 添 加 す る こ と な く 高 い 透 明 性 を 有 す る 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ
ン ト と す る こ と が で き る 優 れ た 歯 科 用 グ ラ ス ア イ オ ノ マ ー セ メ ン ト 用 ガ ラ ス 粉 末 で あ る こ
と が 確 認 で き た 。
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